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イ
ス
ラ
エ
ル
は
、
ハ
マ
ス
の
奇
襲
作
戦
の
直
後
か
ら
ガ
ザ
地

区
に
対
し
、
水
、
食
料
、
電
力
、
燃
料
、
医
薬
品
な
ど
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
を
遮
断
し
、
病
院
、
難
民
キ
ャ
ン
プ
、
学
校
、
果
て
は
救
急

車
さ
え
も
攻
撃
し
、
パ
レ
ス
チ
ナ
側
の
犠
牲
者
が
１
万
５
千
人

近
く
に
達
し
、
そ
の
７
０
％
近
く
が
女
性
と
子
供
だ
と
報
道
さ

れ
て
い
ま
す
。 

イ
ス
ラ
エ
ル
は
７
５
年
間
も
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
を
占
領

し
、
自
国
民
を
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
に
植
民
し
て
領
土
を
拡
大

し
続
け
て
き
ま
し
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
は
国
際
人
道
法
に
依
る
占

領
地
住
民
を
保
護
す
る
義
務
を
果
た
す
べ
き
だ
と
国
連
関
係

団
体
や
国
際
法
の
専
門
家
か
ら
厳
し
く
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。 

１
０
月
２
８
日
、
国
連
総
会
は
緊
急
特
別
会
合
を
開
き
、
敵

対
行
為
の
停
止
に
つ
な
が
る
即
時
か
つ
持
続
的
な
人
道
的
休
戦

を
求
め
る
決
議
を
１
２
１
ヵ
国
の
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。 

 

こ
こ
に
小
矢
部
市
議
会
が
日
本
政
府
に
対
し
て
、
関
係
国
及

び
国
際
社
会
に
対
し
て
、
ガ
ザ
で
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
と
も
い
う
べ

き
軍
事
行
動
を
た
だ
ち
に
止
め
、
停
戦
し
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
パ
レ

ス
チ
ナ
双
方
の
生
存
権
を
認
め
合
う
方
向
で
話
し
合
い
に
入
る

よ
う
外
交
行
動
を
求
め
る
意
見
書
を
採
択
さ
れ
る
よ
う
請
願

い
た
し
ま
す
。 

 
  

 
 

憲
法
を
守
る
小
矢
部
の
会
、
小
矢
部
平
和
委
員
会 

 
 
 

多
人
数
学
級
支
援
講
師
制
度
復
活
を 

  

小
学
３
年
生
ま
で
の
３
１
人
以
上
の
学
級
に
配
置
し
て
き
た

多
人
数
学
級
支
援
講
師
制
度
が
２
２
年
度
に
廃
止
さ
れ
た
こ

と
で
す
。 

 

県
内
の
不
登
校
の
児
童
生
徒
は
２
２
年
度
、
２
，
６
７
５
人

で
前
年
か
ら
４
１
９
人
１
８
・６
％
増
え
、
１
４
年
度
以
降
で

最
多
と
な
り
ま
し
た
。
小
矢
部
市
で
も
、
２
２
年
度
の
不
登
校

児
は
中
学
校
で
２
２
名
、
小
学
校
で
２
０
名
、
計
４
２
名
で
し

た
。
私
は
、
児
童
生
徒
が
不
登
校
に
な
ら
な
い
た
め
に
は
、
多

人
数
学
級
支
援
講
師
制
度
を
復
活
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考

え
ま
す
。 

 

多
人
数
学
級
支
援
講
師
は
、
担
任
の
授
業
の
助
手
と
な
り
、

担
任
不
在
の
時
は
代
わ
り
に
授
業
が
で
き
ま
す
。
ク
ラ
ス
全
員

に
学
習
を
個
別
に
指
導
し
、
つ
ま
ず
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
手
を
差
し
伸
べ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
市
は
、
多
人
数
学
級
支
援
講
師
で
は
な
く
ス
タ

デ
ィ
メ
イ
ト
を
配
置
し
ま
し
た
が
、
ス
タ
デ
ィ
メ
イ
ト
は
、
担
任
の
代
わ
り

に
教
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

私
は
今
年
７
月
に
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ヘ
ル
シ
ン
キ
で
子
育
て
を
し
た
方

の
話
を
聞
き
ま
し
た
。
そ
の
方
の
体
験
で
は
、
小
学
校
２
０
人
の
ク
ラ
ス
に

先
生
が
二
人
配
置
さ
れ
、
そ
の
う
え
補
助
の
先
生
が
一
人
つ

き
、
３
人
で
教
え
て
い
た
そ
う
で
す
。
教
育
に
力
を
入
れ
る

国
な
ら
で
は
の
手
厚
い
教
育
環
境
だ
と
感
心
す
る
と
同
時

に
、
日
本
で
も
一
歩
近
づ
け
な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
ま
し

た
。
多
人
数
学
級
支
援
講
師
制
度
復
活
は
そ
の
一
歩
で
す
。 

 
 

就
学
援
助
の
所
得
基
準
改
善
を 

 

小
・中
学
校
で
就
学
援
助
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
所
得
基
準
を
引
き

上
げ
る
こ
と
が
今
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
生
活
保
護
基
準
の
１
・５
倍
か

ら
１
・２
倍
に
引
き
下
げ
た
ま
ま
で
は
、
希
望
し
て
も
就
学
援
助
を
受
け

る
こ
と
の
で
き
な
い
子
育
て
世
帯
が
多
い
と
い
え
ま
す
。
教
育
の
無
償
化

を
進
め
る
た
め
に
も
改
善
す
べ
き
で
す
。 

  
 

国
保
税
子
ど
も
の
均
等
割
廃
止
を 

 

国
民
健
康
保
険
加
入
世
帯
に
と
っ
て
保
険
税
は
高
く
、
納
め
る
こ
と
に

苦
労
し
て
い
る
人
が
多
く
あ
り
ま
す
。
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
の
均
等

割
は
２
分
の
１
に
な
り
ま
し
た
が
、
子
育
て
世
帯
に
と
っ
て
重
い
負
担
で

す
。
１
８
歳
ま
で
の
子
ど
も
の
均
等
割
は
な
く
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

  
 

後
期
高
齢
者
に
窓
口
負
担
２
割
も 

 

７
５
歳
以
上
の
高
齢
者
が
昨
年
１
０
月
か
ら
病
院
の
窓
口
で
支
払
う

一
部
負
担
金
に
、
わ
ず
か
な
所
得
で
も
負
担
割
合
を
２
割
と
す
る
仕
組

み
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
１
割
か
ら
２
割
に
上
が
っ
た
人
か
ら
は
、
「支
払

い
が
倍
に
な
り
家
計
が
苦
し
い
。
元
に
戻
し
て
ほ
し
い
」 

と
い
う
声
が
上

が
っ
て
い
ま
す
。 

そ
の
上
、
い
ま
国
は
、
３
割
負
担
の
人
を
増
や
す
こ
と

や
、
２
割
負
担
を
原
則
と
す
る
案
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
は
早
急
に
廃
止
し
、
年
齢
差
別
の
な
い
健
康
保
険
制
度
の
中
で
、

高
齢
者
の
負
担
割
合
を
下
げ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

戦
争
の
準
備
で
は
な
く 

 
 
 

平
和
の
準
備
を 

 
 

 
 

母
親
連
絡
会
な
ど 

  

８
２
年
前
に
真
珠
湾
攻
撃
で
太

平
洋
戦
争
に
突
入
し
た
１
２
月
８

日
朝
、
母
親
連
絡
会
の
新
日
本
婦

人
の
会
小
矢
部
支
部
、
小
矢
部
平
和
委
員
会
、
憲

法
を
守
る
小
矢
部
の
会
の
皆
さ
ん
が
石
動
駅
南
北

自
由
通
路
で
、
赤
紙
を
配
り
、
「戦
争
の
準
備
で
は

な
く
平
和
の

準
備
を
」、
「ガ

ザ
で
の
虐
殺

を
止
め
よ
」、

「
オ
ス
プ
レ
イ

の
撤
去
を
」と

通
勤
・
通
学
者

に
呼
び

か
け
ま

し
た
。 

 

２
２
年
度
決
算
認
定
に
反
対 

 
 

上
田
市
議 

 

１
２
月
議
会
が
始
ま
っ
た
８
日
に
、
上
田
由
美
子
市
議
は
反
対
討
論
で
、
２
０
２
２
年
度
決

算
認
定
に
次
の
４
つ
の
理
由
か
ら
同
意
で
き
な
い
と
述
べ
ま
し
た
。 

 「ガザの虐殺をただちに停止し、平和条約への話し合いを始める

よう、関係国、国際社会へ働きかけることを求める」意見書採択の

請願が１２月６日、小矢部市議会に提出されました。請願したのは

憲法を守る小矢部の会・美谷克己世話人と小矢部平和委員会・堀

内喜亨代表です。 


